
2018.４　第280号 （公財）群 馬 県 交 通 安 全 協 会
群馬県交通安全活動推進センター

暗くても　光るタスキが　身を守る

毎月25日は　高 齢 者 交 通 安 全 日

毎月１日は　県 民 交 通 安 全 日
毎月15日は　自転車マナーアップデー

第36回交通安全写真コンクール入選作品（上毛新聞社賞）　撮影　中　西　　勲　氏（高　崎）
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運動期間 ４月６日(金)～４月15日(日)
交通事故死ゼロを目指す日 ４月10日(火)

運動の目的
　県民一人ひとりに交通安全思想の普及・浸透を図り、交
通ルールの遵守と正しい交通マナーの実践を習慣づけ、相
手の立場に立った「優しさ」と「思いやり」のある運転や
行動を促進し、交通事故防止の徹底を図る。

運 動 重 点
①　子供と高齢者の安全な通行の確保と高齢運転者の交通
事故防止
② 　自転車の安全利用の推進
③ 　全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正し
い着用の徹底
④ 　飲酒運転の根絶

スローガン
　年間スローガン　　暗くても　光るタスキが　身を守る
　サブスローガン　　譲り合い　心のゆとりで　安全運転

平成29年度ＪＡ共済群馬県小・中学生交通
安全ポスターコンクール入賞作品
伊勢崎市立南小学校（入賞当時６年生）
大谷太郎さんの作品

平成30年 春の全国交通安全運動の実施

二
輪
車
安
全
運
転
指
導
員
協
議
会
支
部
長
会
議

〜
交
通
安
全
優
良
指
導
員
等
表
彰
〜

　

二
月
一
五
日（
木
）、
前
橋
市
元
総
社
町
の
安
協
ビ
ル
四
階
会
議
室
に

お
い
て
、
群
馬
県
二
輪
車
安
全
運
転
指
導
員
協
議
会
支
部
長
会
議
並
び

に
二
輪
車
安
全
運
転
優
良
指
導
員
等
表
彰
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
議
の
は
じ
め
、
長
谷
川
県
二
輪
車
安
全
運
転
指
導
員
協
議
会
会
長
、

髙
橋
県
二
輪
車
安
全
運
転
推
進
委
員
会
委
員
長
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
議
事
に
入
り

一　

平
成
三
〇
年
度
群
馬
県
二
輪
車
安
全
運
転
推
進
委
員
会
行
事
予
定

二　

平
成
三
〇
年
度
原
付
講
習
応
援
体
制

三　

二
輪
車
安
全
運
転
全
国
大
会
の
廃
止

四　

そ
の
他

の
議
案
に
つ
い
て
審
議
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
県
警
大
場
健
一
交
通
部
長
が
来
賓
と
し
て
出
席
し
、

次
の
と
お
り
、
関
係
優
良
団
体
・
個
人
に
対
す
る
表
彰
が
行
わ
れ
ま

し
た
。（
敬
称
略
） 

◇
県
二
推
委
員
長
表
彰

　

○
交
通
安
全
優
良
指
導
員
表
彰

　
　

指　

導　

員　
　

山
田　

穗
子
（
桐
生
）

　
　

指　

導　

員　
　

堤　
　

和
人
（
渋
川
）

　

○
交
通
安
全
功
労
指
導
員
表
彰　

　
　

指　

導　

員　
　

八
木
原
正
明
（
前
橋
）

　
　

指　

導　

員　
　

若
井　

健
一
（
前
橋
）

　
　

指　

導　

員　
　

黒
沢　
　

巌
（
高
崎
）

　
　

指　

導　

員　
　

小
板
橋
文
夫
（
安
中
）

　
　

指　

導　

員　
　

高
橋　

英
雄
（
安
中
）

　
　

特
別
指
導
員　
　

池
田　

伸
也
（
渋
川
）

　
　

特
別
指
導
員　
　

池
田　

幸
江
（
渋
川
）

　
　

特
別
指
導
員　
　

一
倉　

政
治
（
渋
川
）

◇
県
警
交
通
部
長
・
県
二
推
委
員
長
（
連
名
表
彰
）

　

○
交
通
安
全
優
良
団
体
表
彰

　
　

県
二
輪
車
安
全
運
転
指
導
員
協
議
会
前
橋
東
支
部

　

○
交
通
安
全
優
良
指
導
員
表
彰　

　
　

指　

導　

員　
　

茂
木　

光
明
（
富
岡
）

　
　

特
別
指
導
員　
　

今
泉　

勇
二
（
桐
生
）

　
　

特
別
指
導
員　
　

萩
原　

芳
子
（
渋
川
）

　
　

指　

導　

員　
　

栗
原　

英
行
（
渋
川
）

会議風景優良指導員表彰 優良団体表彰
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二
月
二
七
日（
火
）、
前
橋
市
元
総
社
町
の
安
協
ビ
ル
四
階
会
議
室
に

お
い
て
、
県
及
び
各
地
区
交
通
安
全
協
会
正
・
副
女
性
部
長
並
び
に
事

務
担
当
者
等
三
一
名
が
出
席
し
て
、「
各
地
区
交
通
安
全
協
会
女
性
部

長
等
会
議
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
議
の
は
じ
め
、
主
催
者
で
あ

る
県
安
協
の
髙
橋
専
務
理
事
、
塚

田
女
性
部
長
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。

　

続
い
て
、
議
事
に
入
り

一　

交
通
人
身
事
故
発
生
状
況

二　
「
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

活
動
」
の
実
施

三　

平
成
三
〇
年
の
「
足
元
に
生

命
の
発
信
運
動
」
の
実
施

四　

平
成
三
〇
年
度
行
事
予
定

五　

そ
の
他

等
の
議
案
が
審
議
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。　

　

平
成
二
九
年
中
に
お
け
る
女
性

部
の
活
動
は
、
車
社
会
の
中
に
お

い
て
、
高
齢
者
が
安
全
に
日
常
生

活
で
き
る
地
域
社
会
を
目
指
し
、

県
下
各
地
区
安
協
の
女
性
部
員
が
、

老
人
ク
ラ
ブ
等
に
加
入
し
な
い
高

齢
者
宅
を
計
画
的
に
訪
問
し
て
、

交
通
事
故
防
止
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア

ド
バ
イ
ス
や
反
射
材
の
配
布
を
行

っ
た
ほ
か
、
新
入
学
児
童
に
対
す

る
交
通
安
全
教
育
を
は
じ
め
、
地

域
の
実
態
に
応
じ
た
様
々
な
広
報

啓
発
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。　

会　議　風　景 塚田女性部長挨拶 高橋専務理事挨拶

各
地
区
交
通
安
全
協
会
女
性
部
長
等
会
議

群
馬
県
交
通
安
全
協
会

初
心
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止

交交
通通
事事
故故
防
止止

【
県
警
本
部
交
通
部
運
転
管
理
課
】

県
警
察
か
ら
の
お
願
い

　

運
転
免
許
新
規
取
得
後
の
一
年
間
を
「
初
心
運
転
者
期
間
」
と
い
い

ま
す
。

　

平
成
二
九
年
中
に
お
け
る
初
心
運
転
者
の
事
故
は
、
発
生
件
数
三
九

三
件
（
前
年
比
マ
イ
ナ
ス
五
八
件
）、
死
者
数
〇
人
（
前
年
比
マ
イ
ナ
ス

一
人
）、
負
傷
者
数
五
三
五
人
（
前
年
比
マ
イ
ナ
ス
七
六
人
）
と
平
成
二

八
年
に
比
べ
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
発
生
率
は
常
に
全
国
ワ
ー

ス
ト
上
位
で
あ
り
、
憂
慮
す
べ
き
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

平
成
二
九
年
中
に
お
け
る
初
心
運
転
者
事
故
の
特
徴

①　

事
故
形
態
で
は
、
追
突
事
故
及
び
出
会
い
頭
の
事
故
で
全
体
の
七

五
％
近
く
を
占
め
て
い
ま
す
。

②　

事
故
原
因
で
は
、
脇
見
運
転
が
最
も
多
く
全
体
の
一
八
・
三
％
を

占
め
、
以
下
、
漫
然
運
転
、
安
全
不
確
認
の
割
合
が
高
く
交
通
ル

ー
ル
を
守
ろ
う
と
い
う
意
識
は
高
い
も
の
の
「
う
っ
か
り
」
や
「
ぼ

ん
や
り
」
の
事
故
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

③　

事
故
時
の
免
許
取
得
か
ら
の
経
過
期
間
は
、三
ヶ
月
以
内
が
二
七
％
、

四
〜
六
ヶ
月
以
内
が
二
五
％
、
七
〜
九
ヶ
月
以
内
が
二
七
％
、
十

〜
一
二
ヶ
月
以
内
が
二
一
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

交
通
安
全
協
会
か
ら
の
お
願
い
　

 
　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
職
場
・
地
域
・
ご
家
庭
な
ど
、

身
近
な
方
に
初
心
運
転
者
が
い
ま
し
た
ら
、
前
途
有
望
な
若
者
が
交
通

事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
、
初
心
運
転
者
事
故
の
特
徴
を
捉
え
た
心
に

響
く
具
体
的
な
ご
指
導
を
お
願
い
し
ま
す
。

区分
年別 発生件数 死者数 負傷者数

平成29年 393 0 535

平成28年 451 1 611

増 減 数 -58 -1 -76

追突
189件

（48.1％）出会い頭
105件

（26.7％）

右左折時
45件（11.5％）

人対車両
9件（2.3％）
正面衝突
18件（4.6％）

その他
27件

（6.8％）

393件

脇見運転
72件

（18.3％）

安全不確認
46件

（11.7％）

一時不停止
46件

（11.7％）

動静不注視
36件（9.2％）

漫然運転
66件

（16.8％）

運転操作不適
42件（10.7％）

優先通行違反
28件（7.1％）

その他
57件

（14.5％）

393件

県内の初心運転者事故発生状況

初心運転者事故の類型別件数

初心運転者事故の原因別件数

　

講
習
会
は
、
二
輪
車
・
原
付
車
の

運
転
者
を
対
象
と
し
て
、
運
転
技
能

の
向
上
と
と
も
に
、
安
全
意
識
の
啓

発
を
図
り
、
交
通
事
故
を
防
止
す
る

こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
る
も
の
で

す
。

開
催
日

　

平
成
三
〇
年
四
月　

八
日（
日
）

　
　
　
　
　
　

九
月
二
三
日（
日
）

時　

間

　

九
時
か
ら
一
六
時
（
小
雨
決
行
）

会　

場

　

群
馬
県
総
合
交
通
セ
ン
タ
ー　

　
　

運
転
免
許
技
能
試
験
コ
ー
ス

参
加
料　

無
料（
保
険
料
一
〇
〇
円
必
要
）

参
加
資
格

　

県
内
在
住
又
は
在
勤
で
各
種
自
動

二
輪
免
許
又
は
原
動
機
付
自
転
車
免

許
を
保
有
し
て
い
る
方

車　

両

　

参
加
者
の
持
込
み
（
ト
ラ
イ
ア
ル

車
以
外
の
市
販
車
で
整
備
さ
れ
た
二

輪
車
と
し
、改
造
車
両
で
な
い
こ
と
。）

※
原
付
は
貸
出
し
車
両
が
あ
り
ま
す
。

申
込
方
法

事
前
予
約
制
（
当
日
参
加
不
可
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
各
地
区
交
通
安
全
協
会
、

バ
イ
ク
シ
ョ
ッ
プ
へ
申
込
み

申
込
先
・
問
い
合
せ
先

　

前
橋
市
元
総
社
町
八
〇
の
一
四

　
（
公
財
）
群
馬
県
交
通
安
全
協
会

　

℡
〇
二
七
（
二
五
三
）
九
〇
八
〇

　

FAX
〇
二
七
（
二
五
三
）
九
六
四
四

申
込
期
間

　

定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。

グ
ッ
ド
ラ
イ
ダ
ー

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
群
馬

二
輪
車
安
全
運
転

　
　
　

講
習
会
の
開
催

2018



発
行
　（
公
財
）
群
馬
県
交
通
安
全
協
会

　
　 ／

群
馬
県
交
通
安
全
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー

〒
371-0846　

前
橋
市
元
総
社
町
80-14　

TEL027‐
252 -0251（

代
）
FA
X027 -253 -9481

http://w
w
w
.gunm

a-ankyo.or.jp/
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2018.４
 第
280号

交通安全協会では、皆様の会費によって様々な交通安全活動を行っています。交通安全協会へのご入会をお願いいたします。

交通安全街頭指導

高　崎

自転車マナーアップ指導

前橋東

反射材の配布啓発活動

前　橋

交通安全街頭指導

安　中

自転車マナーアップ指導

富　岡

交通安全街頭指導

藤　岡

交通安全街頭指導

大　泉

群馬・栃木合同交通安全街頭指導

太　田

交通安全マスコットの作成

伊勢崎

交通安全ショッピング作戦 交通安全街頭指導

桐　生

交通少年団ショッピング作戦

館　林

交通安全街頭指導

西吾妻

女性部役員会議の開催

吾　妻

交通安全街頭指導

沼　田

各地区の交通安全活動

渋　川


